
「住みやすさ、地域への愛着についての満足意識」 

に関するアンケート実施報告 

 「住みやすさ、地域への愛着についての満足意識」に関するアンケートの実施結果を下記のとお

りご報告いたします。 

アンケートにご協力いただきましたｅ－モニターの皆さまに厚くお礼を申し上げます。 

アンケート概要 

アンケート実施期間 

平成２１年４月１５日から平成２１年４月３０日まで 

意見募集の結果 

対象者数 １，５９８名 

回答者数 １，１３３名 

回答率   ７０．９％ 

回答者属性 

性別 【男性】６１４人 ５４．２％ 【女性】５１９人 ４５．８％ 

年代別 

【２０代】 【３０代】 【４０代】 【５０代】 【６０代】 【７０代以上】 

１４８名 ２８２名 ２６２名 ２３５名 １４７名 ５９名 

１３．１％ ２４．９％ ２３．１％ ２０．７％ １３．０％ ５．２％ 

地域別 

【北勢】 【伊賀】 【中南勢】 【伊勢志摩】 【東紀州】 

５０４名 １１０名 ３１７名 １５７名 ４５名 

４４．５％ ９．７％ ２８．０％ １３．９％ ４．０％ 

産業・業種別 

農林漁業 ２０名 １．８％ 

製造業 １６９名 １４．９％ 

商業・サービス業 １８８名 １６．６％ 

建設・不動産業 ７２名 ６．４％ 

運輸・通信業 ４３名 ３．８％ 

金融・保険関係 ２９名 ２．６％ 

医療・福祉関係 ６８名 ６．０％ 

教育・保育関係 ４９名 ４．３％ 

公務員 ４８名 ４．２％ 

学生 ２３名 ２．０％ 

無職 ２９１名 ２５．７％ 

その他 １３３名 １１．７％ 



アンケート結果を受けて 

 

設問１ 地域の住みやすさ 

 現在お住まいの地域について、「とても住みやすい」が１７．７％、「どちらかといえば住みやす

い」が５４．４％と「住みやすい」とお答えいただいた方が７２．１％でした。     

また、「どちらかといえば住みにくい」が１０．５％、「住みにくい」が２．０％と「住みにくい」

とお答えいただいた方が１２．５％でした。  

 なお、「どちらともいえない」とお答えいただいた方は１５．４％となっています。 
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設問２、４ 住みやすいと感じる点及び選択した理由 

 住みやすいと感じている方が満足していると考える部分については、「自然環境との共生」が１１．９％

と最も多く、次いで「きれいな空気」（１１．７％）、「公共交通機関」（８．５％）の順となっており、

これら３つの項目が他と比較して多くなっています。 
 上位８項目の内、「自然環境との共生」、「きれいな空気」や「飲料水の供給」の自然環境が３項目、「公

共交通機関」や「高速交通網」の交通面が２項目あげられています。 
 「自然環境との共生」、「きれいな空気」を選択した理由として、「山、川、海などの自然に恵まれ、生

活環境が良い。」などの意見がありました。 
 また、「公共交通機関」を選択した理由としては、「鉄道の駅が近い。バス停留所に近い。本数が多い。」

などの意見がありました。 
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設問３、４  住みにくいと感じる点及び選択した理由 

 住みにくいと感じる方が不足していると考える部分については、「公共交通機関」が１９．１％と最も

多く、次いで「医療体制」が１２．５％となっており、これら２つの項目が他と比較して多くなってい

ます。これらに次ぐものとしては、「交通安全」（５．７％）、「道路の整備」（５．７％）などがあげられ

ていますが、「公共交通機関」「医療体制」の上位２項目以外で不足していると考える部分については、

大きな違いはありませんでした。 

 「公共交通機関」を選択した理由としては、「駅まで遠い。電車、バスの本数が少ない。料金が高い。」

などの意見がありました。 
 また、「医療体制」を選択した理由としては、「近くに病院がない。救急医療体制が整っていない。」な

どの意見がありました。 
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設問５ 地域への愛着 

 現在、地域への愛着について、「持っている」が３４．８％、「どちらかといえば持っている」が         

３９．１％と「持っている」とお答えいただいた方が７３．９％でした。 

また、「どちらかといえば持っていない」が４．１％、「持っていない」が１．９％と「持ってい

ない」とお答えいただいた方が６．０％でした。  

 なお、「どちらともいえない」とお答えいただいた方は２０．１％となっています。 
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設問６、８ 愛着を持っていると感じる点及び選択した理由 

 愛着を持っていると感じる方が満足していると考える部分については、「きれいな空気」が１１．３％

と最も多く、次いで「自然環境との共生」（１１．０％）の順となっており、これら２つの項目が他と比

較して多くなっています。 
 これらに次ぐものとしては、「川や海の水質」（５．２％）、「子育て環境」（５．１％）などがあげられ

ていますが、「きれいな空気」「自然環境との共生」の上位２項目以外で不足していると考える部分につ

いては、大きな違いはありませんでした。 

「きれいな空気」「自然環境との共生」を選択した理由としては、「生まれ育った場所で、自然が多い。」

などの意見がありました。 

Ｑ６．愛着を持っていると感じる点
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設問７、８ 愛着を持てないと感じる点及び選択した理由 

 愛着を持てないと感じる方が不足していると考える部分については、「快適なまちづくり」が７．５％

と最も多く、次いで「公共交通機関」（６．９％）、「医療体制」（５．９％）となっており、これら３つ

の項目が他と比較して多くなっています。 

これらに次ぐものとしては、「きれいな空気」（４．９％）、「学校教育」（４．３％）などがあげられて

いますが、「快適なまちづくり」「公共交通機関」「医療体制」の上位３項目以外で不足していると考える

部分については、大きな違いはありませんでした。 

 「快適なまちづくり」「公共交通機関」を選択した理由としては、「充実した公共施設がない。公共交

通機関が少ない。」などの意見がありました。 
 「医療体制」を選択した理由としては、「医療機関が充実していない。」などの意見がありました。 

Ｑ７．愛着を持てないと感じる点
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 設問９ 今後の定住移行について 

  「今の地域に住み続けたい」と答えた方の割合は６４．１％、「三重県内の別の地域に住みたい」と

答えた方の割合は９．２％、「県外に住みたい」が５．３％、「どちらでもよい、わからない」が     

２１．４％となっています。 

Ｑ９．今後の定住移行について
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 設問１０  「美（うま）し国おこし・三重」の認知度について 

  「美（うま）し国おこし・三重」の取組について、「取組の内容を知っている」が２３．９％、「あ

まり知らない」が５９．８％、「知らない」が１６．２％となっています。 
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